
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県教育委員会平成２６年度いのちの教育総合支援事業 

「戦争を知らない子供達へ」 
射水市立中太閤山小学校６学年 

平成２６年７月４日実施 【いのちの先生】 

小澤 俊夫先生 

・筑波大学名誉教授 

＜児童の感想＞ 

戦争はだめだ。ぼくはそう
思っていました。しかし、
なぜ戦争がだめなのかは、
よくわかりませんでした。
でも、小澤さんのお話を聞
いて、なぜだめなのかとい
うことが、あらためてわか
りました。その一つが、こ
んな優しい日本人でも戦争
をすると悪魔になるという
ことです。パラシュートで
落ちてきた外国人をなぐる
ということは、絶対にやっ
てはいけないということで
す。貴重なお話をしていた
だきありがとうございまし
た。 

＜児童の感想＞ 

戦争では、多くの人が死に、悲しいこ
とであるということがよくわかりまし
た。 

また、どんなにおろかなことかという
こともわかりました。他人をいじめな
いことの大切さもよくわかりました。
本当にありがとうございました。 

＜児童の感想＞ 

 小澤先生、ありがとうござい
ました。戦争は私が思っていた
よりもすごく大変なことでし
た。戦争は、簡単に人を殺して
しまうので、とてもこわいと思
いました。食べるものがないか
ら、生でヘビやカエルを食べた
り、泥水を飲んだり、今では考
えられません。これから先も絶
対に戦争をしたくありません。
戦争の時代を生きてこられた
小澤先生はとてもすごいと思
いました。 


